


問題1 （配点60)

次の文章は， 中央教育審議会「 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供た 
ちの可能性を引き出す， 個別最適な学びと， 協働J的な学びの実現～（答申） J （令和3年1月26
日）の「2. 日本型学校教育の成り立ちと成果， 直面する課題と新たな動きについてJの一部 

である。 次の文章を読んだ上で， 下線部 「盟週星11」をめぐる2つの設問に解答しなさい。

出典・中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能
性を引き出す， 個別最適な学びと， 協｛動的な学びの実現～（答申）J （令和3年1月26
日l p. 8. [T線部は出題者による］

手登盟よと

まず， 「 向調圧力」とは何かを説明した1：で， 学校教育における 「 向調圧力」の弊害とはど
のようなものであるか， あなたの考えを記述しなさい。（20点）

三丞盟主と

あなたがある学級の担任をしていると仮定したとき， あなたは教師として「同調圧力」にど
のように向き合うか。 まず， 学校種 ・ 学年 ・ その学年の学級数 ・ 担任学級の児童牛．徒数を想定
した上で， あなたが「同調圧力」を克服するために担任学級や学年・学校全体でおこないたい
取り組みや働きかけを具体的に記述しなさい。（40点）

※両設問の解答を， 所定の解答用紙2枚分におさめること。 なお， 各設問の解答分量は問わ
ないが， 各設問への解答の冒頭にそれぞれ， く設問l＞， く設問2> と明記しなさい。
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問題2 （配点40)

次の文章は， ジェー ムズ・J・ヘックマンによって書かれた， 幼少期における非認知能
力育成の重要性を述べた著書の中で， ペリ ー就学前プロジェクトに関する文章の一部を抜
粋したものである。 へ ックマンによると，非認知能力とは， IQ テストや学力テストや OECD

生徒学習到達度調査（PISA）によって測定される認知的スキルではない， 肉体的・精神的健
康や根気強さ， 注意深さ， 意欲， 自信といった社会的・情動的性質に関する能力である。
このことを踏まえながら， 次の文章を読んで2つの設問に答えなさい。

出典：ジェ ームス・J ・ ヘックマン（2015) 「幼児教育の経済学」古草秀子訳東洋経済新報社

（原著では縦書きになっているものを紙面の関係上， 横書きに示している）
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